
図 １ ．化石産出地（福島県東白川郡塙町西河内）の位置図．
地理院地図使用．
Figure 1 . Fossil locality. Topographic map adopted from 
Geospatial Information Authority of Japan.
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福島県東白川郡塙町に分布する中新統久保田層からオオミツバマツ
の産出

猪瀬弘瑛＊・矢部　淳＊＊

１ ．はじめに
　オオミツバマツ（Pinus fujiii（Yasui）Miki）は
主に東海地方の中新統から産する、大型の球果をつ
けるミツバマツ（マツ属ミツバマツ節）の仲間の化
石種である。オオミツバマツを含むミツバマツ類の
化石は日本と北米から発見されているものの、同グ
ループの現生種は北米にしか生息していない。オオ
ミツバマツはこれまで埼玉県の中新統などからも報
告があったが（楡井・秋山，2011）、東北地方から
は報告がなかった。
　本稿で報告する標本は、福島県立博物館資料整理
ボランティアの星総一郎氏が塙町に分布する中新統
久保田層から採取し、同博物館に寄贈していたもの
である。著者のひとりの猪瀬が観察したところ、オ
オミツバマツの可能性があることに気づいた。そこ
でもうひとりの著者である矢部と検討した結果、オ
オミツバマツに同定されることが分かったのでここ
に報告することとした。

２ ．地質慨説
福島県南東部の塙町周辺では、阿武隈帯の花崗岩

類や変成岩類を新第三系が不整合に覆っている。こ
の新第三系は下位から赤坂層、久保田層、仁公儀層
と区分されている。このうち、久保田層は中粒～粗
粒砂岩を主体とする（島本ほか，1998）。豊富な海
生軟体動物化石の産出で知られ、近年ではヒゲクジ
ラ類化石の産出も報告されている（鈴木ほか，2020）。
本層の層厚は220メートルとされている（柳沢ほか，
2003）。挟在する凝灰岩のうち 2 枚については年代

測定が行われ、下位のものはK-Ar法で10.56±0.18 
Maとフィッショントラック法で10.7±0.2 Ma、上位の
ものはフィッショントラック法で10.6±0.3 Maとい
う年代値が報告されている（Takahashi et al., 2001a, 
b）。本層中部以上の層準からはBlow（1969）による
浮遊性有孔虫化石帯N16帯（相田，1988; 島本ほか，
1998; Hayashi et al., 2002; Hayashi and Takahashi, 
2008）、Okada and Bukry（1980）による石灰質ナン
ノ化石帯CN5b ～ CN7帯（島本ほか，1998）、本山

（1 9 9 9）による放散虫化石帯L y c h n o c a n o m a 
magnacornuta帯（島本ほか，1998）、Yanagisawa 
and Akiba（1998）による珪藻化石帯NPD6C帯（柳
沢ほか，2003）にそれぞれ対比される浮遊性微化石
が報告されている。以上の凝灰岩の年代測定と化石
帯はいずれも後期中新世を示す。

今回報告する標本は、2005年に久保田層中部の分
布する福島県東白川郡塙町西河内にある藤田砿業株

要　旨：本稿では福島県東白川郡塙町に分布する上部中新統久保田層から発見され、福島県立博物館に収蔵され
ていた球果化石について報告する。この球果化石は大型で、反り返った鱗片を持ち、鱗片の先端が鋭く尖ること
からオオミツバマツ（Pinus fujiii（Yasui）Miki）に同定される。本種の産出は東北地方では初の報告となる。
久保田層は豊富な貝化石を含む海成層であるが、陸上由来の植物化石も多く発見されている。
オオミツバマツを含むミツバマツ類の化石は日本と北米から発見されているものの、同グループの現生種は北米
にしか生息していない。塙町産のオオミツバマツは現在の北半球に広く分布するマツの仲間がどのように進化し
てきたのかを明らかにする上で、貴重な標本と考えられる。
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図 ２ ．久保田層産 オオミツバマツPinus fujiii（Yasui）Miki
の拡大写真．矢印は鱗片の先端を示す．
Figure ２. The close-up of Pinus fujiii（Yasui）Miki from the Kubota 
Formation. The arrow indicates the point of scale.
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式会社の堀之内採掘場で行われた、福島県立博物館
友の会化石鉱物探検隊の行事において星総一郎氏が
石灰質団塊を割って採取したものである（図１）。
標本周囲の灰色中粒砂岩には貝殻片が含まれている。
これは久保田層中部の岩相とも一致する。

３ ．標本の記載
科 マツ科　Pinaceae Lindley, 1836
属 マツ属　Pinus Lindley, 1836
オオミツバマツ　Pinus fujiii（Yasui, 1928）Miki, 
1939, emend. Yamada, Yamada and Tsukagoshi, 
2015.
標本：藤田砿業株式会社堀之内採掘場（所在地：福

島県東白川郡塙町西河内）から得られた標本。
福島県立博物館蔵（F M c o l l .  c a t .  n o . 
N201900199）。

計測：高さ68.4 ㎜以上、幅55.6 ㎜以上。
記載：やや圧縮され炭化した球果で、軸に対してや

や斜めの断面が観察された。基部が隠れ全形
は確認できないが、確認できる範囲で幅が
55.6 ㎜。 長さは68.4 ㎜ 以上。長楕円体ない
し卵円形と予想される。先端部が肥厚した鱗
片がらせん状に配列する。葉序（phyllotaxis）
は不明。肥厚部は特徴的に背軸方向に反り返
る。肥厚の高さは5 ㎜以上。最も肥厚した部
分から最長で10 ㎜程度先端がのび、鋭頭に
終わる。先端の隆起部（apophysis）に鋭い
突起がつくが詳細な特徴は観察できない（図

２）。
比較：先端が厚く肥厚した鱗片が軸に螺旋配列し、

肥厚部が背軸方向に反ること、先端が長く鋭
く延び、隆起部が鋭い突起に終わる特徴から
ミツバマツ節のマツ属に同定できる。葉序や
基部の特徴は不明だが、やや大型となる球果
の特徴から本節の化石として唯一本邦から記
録されているオオミツバマツPinus fu j i i i 

（Yasui）Mikiに比較できる。
オオミツバマツの学名にはこれまでPinus 
trifolia（Miki, 1939）が使用されてきたが、
本種はYasui（1928）によりPini t es f u j i i i 
Yasuiとして記載されていたことから、Yamada 
et al.（2015）は本種をP. fujiii（Yasui）Miki 
と組み替えた。本論ではYamada et al.（2015）
の分類学的見解に従った。

４ ．議論
本研究で久保田層からの産出が認められたオオミ

ツバマツは、東海地方に分布する上部中新統の瀬戸
陶土層と土岐口陶土層から多産することが知られて
いる（例えばYamada et al., 2015）。近年では埼玉県
に分布する上部中新統楊井層からも報告されている

（楡井・秋山，2011）。九州の古第三系からも報告さ
れているが（三木, 1972）、保存が悪いことから確実
にオオミツバマツとするのは難しいという指摘があ
る（Yamada et al., 2015など）。また、兵庫県の始新
統～漸新統神戸層群からも報告されているものにつ
いては（大賀，1960）、オオミツバマツと非常に良
く似ているが、サイズが異なるという指摘がある

（Yamada et al., 2015）。今回標本が得られた久保田
層は、瀬戸陶土層、土岐口陶土層、楊井層と同じく
上部中新統である。このことから中新世後期におい
て日本列島の広範囲でオオミツバマツが生息してい
たと考えられる。
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Pinus fujiii（Yasui）Miki from the Miocene Kubota Formation in Hanawa 
Town, Fukushima Prefecture, Japan.

Hiroaki INOSE（Fukushima Museum）and
Atsushi YABE（National Museum of Nature and Science）

Abstract
An isolated female cone of Pinus fujiii（Yasui）Miki was discovered from the Miocene Kubota Formation 
in Hanawa Town, Fukushima Prefecture, Northeast Japan. The Formation is mainly composed of sandstone 
which yields abundant marine molluscan fossils. The fossil occurrence suggests that Pinus fujiii has 
distributed more extensively than ever thought in the Japanese Islands during the late Miocene. 

Keywords:
Pinus fujiii, Kubota Formation, Miocene, Pine cone

図版説明
Explanation of Plate
図版 １ . １ a, b．久保田層産オオミツバマツPinus fujiii（Yasui）Mikiの球果, FM-N２0１900１99. スケールバーは
1 ㎝．
Plate １. １a, １b. Cone of Pinus fujiii（Yasui）Miki from the Kubota Formation. Scale bar = 1 ㎝ .
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